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と
し
は
る
通
信

ご
あ
い
さ
つ 

寒
か
っ
た
冬
も
彼
岸
と
と
も
に
よ
う

や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

さ
く
ら
は
い
つ
も
と
変
わ
り
な
く
咲
く

こ
と
で
し
ょ
う
。 

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
が
本

格
的
に
始
ま
る
年
に
な
り
ま
す
。
国
民

の
一
人
ひ
と
り
が
、
引
き
続
き
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
で
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
３
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の

15
日
間
、
平
成
24
年
第
１
回
山
北
町
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

議
題
は
平
成
24
年
度
当
初
予
算
の
審
議

で
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た

だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
般
質
問 

過
去
の
質
問
に
対
す
る
そ
の
後
の 

取
り
組
み 

少
子
化
対
策 

厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
50
年
後
の
日
本
の

総
人
口
を
、
現
在
の
１
億
２
８
０
０
万

人
か
ら
８
６
０
０
万
人
ま
で
減
少
す
る

推
計
を
示
し
ま
し
た
。
人
口
構
成
か
ら

推
計
す
る
と
山
北
町
は
８
０
０
０
人
程

度
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

若
年
層
の
晩
婚
化
・
未
婚
化
が
進
ん

で
い
る
の
で
、
平
成
22
年
６
月
に
婚
活

を
応
援
す
る
提
案
を
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
「
婚
活
を
支
援
す
る
組
織
づ

く
り
と
活
動
支
援
に
取
り
組
む
」
と
の

答
弁
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。 

質
問 

そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。 

答
弁 

国
等
の
調
査
資
料
に
よ
る
と

約
半
数
の
自
治
体
が
、
何
ら
か
の
婚
活

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
少
子
化
対
策
に

効
果
あ
り
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

  

町
で
は
、
出
会
い
の
場
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
24
年
度
に
モ
デ
ル
的
に
婚
活

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

質
問 

国
勢
調
査
に
よ
る
と
晩
婚
化
、

未
婚
化
が
進
ん
で
い
る
。
山
北
町
は
ど

う
か
。 

答
弁 

女
性
の
生
涯
未
婚
率
は
平
成

22
年
に
９
．
４
％
で
あ
る
が
、
50
年
後

に
は
２
０
．
１
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
山
北
町
で
は
平
成
17
年
の

デ
ー
タ
で
30
歳
か
ら
34
歳
代
の
女
性

の
未
婚
率
は
42
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

質
問 

出
生
率
回
復
に
は
子
育
て
支

援
と
婚
姻
促
進
が
あ
る
。
出
会
い
の
場

は
ネ
ッ
ト
で
も
あ
る
が
、
質
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
町
が
行
う
こ
と
で
安
心
感

を
与
え
ら
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

答
弁 

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
や
り
た

い
が
、
小
さ
い
町
で
は
人
が
集
ま
ら
な

い
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
る
。
し
か
し

始
め
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
の
で
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
計
画
し
た
い
。 

健
康
審
査
の
充
実
と
健
康
づ
く
り 

平
成
20
年
か
ら
特
定
健
康
審
査
と

特
定
保
健
指
導
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
医
療
費

の
低
減
を
目
指
す
目
的
で
す
。 

山
北
町
で
は
平
成
24
年
度
に
受
診

率
目
標
65
％
、
５
年
間
で
８
４
０
０
万

円
の
経
費
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
。
並

行
し
て
健
康
づ
く
り
事
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。 

質
問 

目
標
に
対
し
成
果
は
上
が
っ

て
い
る
か
。 

答
弁 

受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
対

応
策
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

22
年
度
で
２
６
．
５
％
、
24
年
度
を
含

め
た
経
費
は
約
３
９
０
０
万
円
の
見
込

み
で
す
。 

質
問 

特
定
保
健
指
導
の
効
果
は
ど

う
か
。 

答
弁 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
に
特
化
し
た

健
診
な
の
で
、
内
脂
肪
症
候
群
に
着
目

す
る
と
成
果
は
出
て
い
ま
す
。 

質
問 

今
回
、
国
保
税
を
上
げ
る
が
、

健
康
づ
く
り
を
実
施
し
て
医
療
費
低
減

に
結
び
付
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

答
弁 

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
設

備
が
整
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
成
果

が
出
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。 

川村としはる 
   （俊治） 
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消防の広域化：現在は足柄地区１市５町で足柄消防組合を設立して災害活動を行っていますが、 
平成２５年３月にはこれを解散し、小田原市に業務委託することになりました。 

平
成
24
年
度
予
算 

平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
総
額
83

億
４
２
６
２
万
円
で
微
増
で
す
。 

一
般
会
計
は
49
億
円 

○
町
税
は
評
価
替
え
に
よ
る
固
定
資

産
税
が
減
収
で
す
が
、
町
民
税
の
増
加

等
に
よ
り
前
年
度
比
０
．
７
％
減
と
な

り
ま
し
た
。 

○
自
主
財
源
は
歳
入
総
額
の
52
％
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
48
％
で
す
。 

○
町
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
町
債
が
歳
入
の
四
大
財
源
で
す
。 

主
な
事
業
は
、
①
山
北
駅
北
側
住
宅

建
設
推
進
、
②
福
祉
タ
ク
シ
ー
試
行
運

転
、
③
子
宮
頸
が
ん
、
Ｈ
ｉ
ｂ
、
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
、
④
放
射

能
測
定
を
実
施
す
る
環
境
保
全
事
業
、

⑤
学
校
統
合
推
進
事
業
、
⑥
山
下
テ
ラ

ス
住
宅
環
境
整
備
工
事
、
⑦
中
央
公
民

館
図
書
室
の
図
書
シ
ス
テ
ム
を
更
新
な

ど
で
す
。 

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
、
下
水
道
事
業
な
ど 

県
へ
要
望
書
を
提
出 

箱
根
・
南
足
柄
間
道
路
建
設
促
進 

箱
根
町
と
南
足
柄
市
を
連
絡

す
る
道
路
の
研
究
が
、
県
と
関

連
市
町
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ル
ー
ト
は
箱
根
町
仙
石
原
と
南

足
柄
市
矢
倉
沢
に
通
じ
る
林
道

を
利
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、

県
で
自
然
環
境
・
林
業
に
対
す

る
影
響
を
調
査
中
で
す
。 

議
会
と
し
て
は
、
南
足
柄
、

箱
根
、
山
北
、
開
成
、
大
井
、

中
井
、
松
田
の
１
市
６
町
の
議

員
が
任
意
で
参
加
す
る
「
箱

根
・
南
足
柄
間
道
路
建
設
促
進

議
員
連
盟
」
を
結
成
し
て
お
り
、

山
北
町
議
会
は
14
名
全
員
が
参

加
し
て
い
ま
す
。（
会
長
は
南
足

柄
市
議
会
石
田
議
員
） 

平
成
23

年
11
月
21
日
に
は
各
市
町
の

代
表
が
県
庁
を
訪
問
し
て
、
県

知
事
に
対
し
、
県
道
と
し
て
早

期
実
現
す
る
よ
う
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
山
北
町
か
ら
は

私
川
村
が
出
席
し
ま
し
た
。 

10
会
計
か
ら
な
り
、
31
億
７
２
９
６
万

円
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
は
医
療
費
の
増
加
等

に
よ
り
、
24
年
度
か
ら
15
％
の
税
率
改

定
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
道
路
が
実
現
す
れ
ば
箱
根
か
ら

足
柄
上
郡
へ
の
回
遊
性
が
生
ま
れ
、
丹

沢
湖
や
洒
水
の
滝
の
観
光
資
源
を
有
す

る
山
北
町
に
と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

今
後
は
、
引
き
続
き
要
望
を
し
て
い

く
こ
と
と
実
施
時
期
を
明
確
に
し

て
い
く
こ
と
、
行
政
と
連
携
し
な

が
ら
、
地
元
選
出
の
杉
本
県
議
会
議
員

と
も
連
携
し
て
促
進
す
る
こ
と
が
実
現

へ
の
近
道
と
考
え
ま
す
。 

町税

1,961
40.0%

地方交付税

850
17.3%

国・県支出金

809
16.5%

町債

437
8.9%

繰入金

218
4.4%

その他

625
12.8%

一般会計歳入（単位:百万円）

合計4,900

人件費

1246

1241

1273

扶助費

395

424

387

公債費

398

481

460

投資的経費

754

736

817

繰出金

412

405

370

その他

1695

1673

1664

0 1000 2000 3000 4000 5000

２４年度

２３年度

２２年度

一般会計性質別歳出（単位：百万円）

合計
4900

4960

4971

県の部長に要望書を手渡す石田会長（右）


